



































































2010年度の5.8% から 8 % へと引き上げることが目標として掲げられた。売上高営業利益を2010












































































































































































社　　　　　　名 設立 社　　　　　　名 設立
ヒンドゥスタン・モーターズ 1942 GM インディア 1994
マヒンドラ・マヒンドラ 1945 ホンダ・シェル・カーズ・インディア 1994
タタ・モーターズ 1945 ヒュンダイ・モーター・インディア 1995





アイーシャ・モーターズ 1959 フィアット・インディア 1997
マルチ・スズキ 1981 タトゥラ・ベクトゥラ・モーターズ 1998
スワラジ・マツダ 1983 フォード・インディア 1999










































国 自動車企業 年 投資先
米国 GM 1994 Gujarat








イタリア フィアット 1997 NA







韓国 現代自動車 1996 Chennai
マレーシア NAZA モーターズ 2006 NA
出所： Laura Bloodgood U.S. international Trade Commission [2007]「Competitive Conditions for Foreign Direct 

























2004 5 6 7 8 9 2010年
乗用車 商用車 三輪車 二輪車 線形（二輪車）
図表10　インドの自動車販売台数の推移
（単位：台数）
注：各年度は 4 月から 3 月。
出所： SIAM のホームページ（http://www.siamindia.com/scripts/domestic-sales-trend.aspx） アクセス日2012年
10月 7 日をもとに筆者作成。
図表 9　インド国内における自動車販売台数
年 乗用車 ( 台数 ) 商用車（台数） 三輪車（台数） 二輪車（台数）
2004-05 1,061,572 318,430 307,862 6,209,765
2005-06 1,143,076 351,041 359,920 7,052,391
2006-07 1,379,979 467,765 403,910 7,872,334
2007-08 1,549,882 490,494 364,781 7,249,278
2008-09 1,552,703 384,194 349,727 7,437,619
2009-10 1,951,333 532,721 440,392 9,370,951
2010-11 2,520,421 676,408 526,022 11,790,305
出所： SIAM のホームページ (http://www.siamindia.com/scripts/domestic-sales-trend.aspx) アクセス日2012年 3
月 7 日をもとに筆者作成。
　

























2 位のバス企業である。自動車の輸出は全体の 1 割に留まっている8。タタ・モーターズの市場
はヨーロッパ，アフリカ，中東，南アジア，東南アジアと南アメリカ等多くの国に及ぶ。2007年
度（07年 4 月～08年 3 月）の販売台数は58万台余りである。タタ・モーターズの売上は世界で
937万台近くを販売したトヨタ自動車の約16分の 1 で，タタ・モーターズの純利益もトヨタ自動
5 　「台頭する有力拠点地域」『ジェトロセンサー』2008年12月，14頁。
6 　『エコノミスト』2010年 9 月 7 日，23頁。
7 　タタ・モーターズのホームページ (http://www.tatamotors.com/our_world/profile.php) 最終アクセス2012
年10月21日。


























1954 西ドイツの　Daimler Benz AG と提携，中型の商用車を製造する。
1993 ベンツと同意署名した Cummins Engine Co. inc. との JV でディーゼルエンジンを製造する。
1994 インドでベンツの乗用車を製造するために，ベンツと合弁する。
1994 Turbochargers を製造するために Tata Holset UK と共同する。
2004 韓国第 2 位のトラック・企業 Daewoo 商業車を買収。
2005 スペインの Hispano Carrocera の20％を取得する。
2006 フィアットと合弁会社を設立し，同年末から新興市場向け戦略車の生産を開始する。
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　図表11はタタ・モーターズによる海外自動車企業の M&A の一覧表を示している。タタ・
モーターズは，海外の企業との M&A によって技術導入，R&D やビジネスノウハウ，海外での
生産，ブランドを短期間で獲得できる。インドの企業は必要な技術を外部から購入する目的で積
極的な M&A を行いながら競争力を向上させている11。2004年にタタ・モーターズは 1 億1,800万
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　 2 つの企業の M&A の目標として，まず，タタ・モーターズの目標は規模の拡大を目指し海
外の技術，市場シェア，ブランドを獲得し，グローバルに競争していくことである。他方，日産
自動車の最初の目的は財務リストラであったが，今日のそれは新興国市場への進出である。しか









注 1 ：タタ・モーターズは1994年，2004年，2008年に大規模な M&A を行っている。
注 2 ：ルノー・日産自動車は1999年に M&A によって誕生した。


















1999年 2000 1 2 3 4 5 6 7 8 2009
タタ・モーターズ ルノ ・ー日産自動車
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